
BIツールを用いた学内データの
可視化と議論の活性化について
～米国大学の事例から～

山形大学 学術研究院（IR・データ分析担当）

藤原 宏司
kfujiwara@cc.yamagata-u.ac.jp

December 12, 2016

於：筑波大学



2

今日の内容

1. 報告者が勤務していたBSUとNTCについて

2. BIツール導入の背景および目的

3. BIツールを用いた事例紹介

4. まとめとして ～BIツールを有効活用するために～
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報告者が勤務していたBSUとNTCについて
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BSUとNTCについて（Fall 2015 Data）

 Bemidji State University (BSU)

• ミネソタ州ベミジ市にある州立大学

• 総学生数 = 5,013（学部生 = 4,739, 大学院生 = 274）

• 教員数 = 267

• Student to Faculty ratio = 19:1

 Northwest Technical College (NTC)

• BSUと同じくミネソタ州ベミジ市にある技術短期大学

• 総学生数 = 1,114

• 教員数 = 71

• Student to Faculty ratio = 14:1

* BSUとNTCは、それぞれが独立した高等教育機関（認証評価も別）ですが、大
学経営陣やIR室を含む主要部署が共有されています。

Data Source: 2015-2016 Common Data Set (BSU/NTC)
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BSUとNTCで共有されているIR室について

 室員数 = 2（室長、副室長）

• 季節によって、学生がWork-Study （週10時間）として勤務

 2人でBSUとNTC両方のIR業務に責任を持つ

• 室長 → 基本的にBSUのIR業務を担当

• 副室長（報告者）→ BSUのIR業務 + NTCのIR業務全てを担当

 業務
① 学生数と単位数に関する報告業務 ③ 学外への報告書作成業務

② 学内者向け現状把握支援業務 ④ 学生調査およびアセスメント支援
✕ ２校分

+
⑤ 年間300件のアドホックなデータリクエスト

（このうち、報告者が扱っていたリクエスト数は250件）

出典: 嶌田ほか（2016）
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BIツール導入の背景および目的
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BIツール導入を決断した理由

目的：業務量（特にデータリクエスト数）を減らしたい！！

過去5年間に行ったデータリクエスト
の内容分析

行ったこと

似たようなデータリクエストが定期
的に寄せられている

データリクエストに対して、受動的
に対応するのではなく、学内で必要
とされている情報を能動的に提供で
きないか？

BIツール（MS Power BI）の導入へ（Feb. 2016）

出典: 藤原（2016）

BIツールの利点

1. 共有制限が容易（条件あり）

2. （主に）Webで公開されるため、
印刷コストが削減できる

3. レポートの対話的操作が可能

4. （一度レポートの雛形を作れば）
更新作業が容易
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BIツールを使った入学レポートを公開した効果
Koji, This is so great! I am such a visual person that this really makes things easier to understand. THANKS!

Koji,

This is so great! I am such a visual 
person that this really makes things 
easier to understand. THANKS!

Nicely done!

Koji, I like the format of this report.

Cool charts and graphs!

結果① 以下のようなメールを貰いました

執行部・教職員等から様々なレポート改良の提案

学内関係者からのデータへの関心が高まった

結果② 入学関連の追加データリクエストが激減した

当日のスクリーンのみとなります
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（参考）過去の入学レポート

 NTC Weekly Enrollment Report Spring 2016 (20165)

 学内に送っていたメール

NTC Spring 2016 (20165) Enrollment Report
Days from beginning of term: 49

--------------------------------------------------------------
1. Current Adjusted FYE vs. Prior Year Point in Time
--------------------------------------------------------------
Current Spring Adjusted FYE (Credits/30) is 285.
(Onground = 115; Online =170)

The Adjusted FYE is down 6.7% from prior year point in time.
(Spring 2015 Adjusted FYE at this time = 305)

--------------------------------------------------------------
2. Current Adjusted FYE vs. Last Year's Final FYE
--------------------------------------------------------------
We finished Spring 2015 (20155) with 314 Adjusted FYE.
We are now 91% (285/314) of the last Spring's Final FYE.

--------------------------------------------------------------
3. Current Total Adjusted FYE
--------------------------------------------------------------
Current Total Adjusted FYE for FY2016 = 641
(Summer15 = 58; Fall15 = 298; Spring16 = 285)

Note: Final FYE for FY2015 = 679.
(Summer14 = 62; Fall14 = 303; Spring15 = 314)

--------------------------------------------------------------
4. Unduplicated Headcount
--------------------------------------------------------------
Total Current Spring 2016 Unduplicated Headcount = 1233
(Spring 2015 Undup. HC at this time = 1218)

--
Koji Fujiwara, Ph.D.
Office of Institutional Research & Effectiveness
Bemidji State University and Northwest Technical College

当日のスクリーンのみとなります

文章だけなので分かりにくい

https://www.ntcmn.edu/about/wp-content/uploads/sites/7/2015/12/NTC-Fall-2015-Year-to-Year-Enrollment-Report.pdf
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（参考）BIを使った実際の入学レポート

 NTC Spring 2016 (FY16, 20165) Enrollment 
Dashboard

• 実際のレポートへ

• 10個の指標、5つの表、11のグラフ、1つの地図データを、毎日
「ほぼ自動的に」アップデート

• 所要時間 = 2, 3分

• クリック数 = 3

当日のスクリーンのみとなります

https://app.powerbi.com/view?r=eyJrIjoiNDc3MDU5ZGQtMzZlZC00MTU3LWJlNDYtODgwMjBhODc1OWU3IiwidCI6ImI1MmIzNzIwLWI3NTUtNDllZi04NTcyLWY5ZjE4YzM0OTI0ZiIsImMiOjN9


MS Power BI 

Desktop

ISRS

MS Access

入学レポート公開

1. MS Accessを用いて
ISRSからデータを
抽出・加工

2. MS Accessのデータ
をMS Power BI 

Desktopで読み込み、
レポートを作成

3. Power BIサイト上
に入学レポートを
アップロード

データの流れ 工程データの所在

MnSCU

BSU/NTC IR室

powerbi.com

（参考）NTC入学レポートの公開までの工程

FERPAに従いプライバシー処理をしたデータ
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BIツールを用いた事例紹介
Part 1
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事例紹介１：アドミッション戦略の効果検証

 背景：ミネソタ州では、夏から秋にかけて、州内の各地で
大学説明会が開催されている。NTCでは毎年、教員にも大
学説明会に参加してもらっている。なお、教員に参加して
もらうためには、手当が必要となる。

 質問：昨年度の大学説明会への参加は、学科プログラムの
学生増に繋がったのか？

当日のスクリーンのみとなります
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事例紹介１：アドミッション戦略の効果検証（contd.）

 地図の見方（◯の大きさは学生数の多さを表す）

 NTCの学科プログラム構成

• 自動車整備士養成学科等、NTCのキャンパスに通う必要があるプロ
グラム群（オンキャンパスプログラム）

• 秘書養成プログラム学科等、オンラインで「全てのカリキュラム」
を修了できるプログラム群（オンラインプログラム）

• （参考）米国における大学院レベルでのIR人材育成プログラムは、オ
ンラインで実施されています。

ベミジにあるNTCのキャンパスで授業を受けている学生

履修科目全てをオンラインで受講している学生（オンラ
イン学生）

出典: 藤原（2015）



15

事例紹介１：アドミッション戦略の効果検証（contd.）

オンキャンパスプログラムの
教員を以下の場所で開かれた
大学説明会に派遣

オンキャンパスプログラムの
教員は、ベミジ周辺で開かれ
る大学説明会に派遣した方が
良い

当日のスクリーンのみとなります
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（参考）過去の議論で使ったレポート例

出典: NTC 2015-2016 Student Demographic Fact Book

• 分かりにくい
• 議論が盛り上がらない
• 会議中に出る追加質問に対応できない
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BIツールを用いた事例紹介
Part 2

（時間があれば）
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事例紹介2：合否判定基準の見直しについて

 背景：BSUでは、合否判定に以下の３指標を用いている。

1. ACT（標準テストの一つ）スコア

a. レポート上ではACTC

2. 高校時の成績順位

a. パーセンタイル順位、レポート上ではHS_RANK

3. 高校時のGPA

a. レポート上ではHS_GPA

 質問：高校時の成績は、高校間のレベル差もあるため参考
になると思えない。よって、ACTのみの成績で合否判定を
行っても良いのではないか？

当日のスクリーンのみとなります
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事例紹介2：合否判定基準の見直しについて（contd.）

 実施した分析

• 各指標毎に卒業率（150%）、リテンション率（1st Fall to 2nd

Fall）を計算した。

• コホート（新入生）

• その年の秋学期から学位取得を目的として、対象となる高等
教育機関に入学した者、または、前学期となる夏学期から学
位取得を目的として入学し、翌秋学期にも在籍している者

• （注意）米国の大学は、秋学期から始まります。

 実際のレポートへ当日のスクリーンのみとなります

https://app.powerbi.com/view?r=eyJrIjoiMDlkN2RiYzItYWFiYi00Y2UxLTljYjctOWQ4MzMxNDJlYjdkIiwidCI6ImI1MmIzNzIwLWI3NTUtNDllZi04NTcyLWY5ZjE4YzM0OTI0ZiIsImMiOjN9
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まとめとして
～BIツールを有効活用するために～
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まとめとして

1. BIツールには以下のメリットがある

a. 対話的操作の実現

b. レポートの更新作業が容易（ルーチンワークの自動化・効率化）

c. 議論が盛り上がる（学内を巻き込むことができる）

2. しかし、デメリットも存在する

a. レポートに「まとめ（エグゼクティブ・サマリー）」を付けるこ
とが困難

b. 図表に細かな説明やコメントを付けることが困難

c. データが間違った解釈のまま独り歩きする可能性

レポートを使う（読む）人には、これまで以上にデータを適
切に理解・解釈する力が必要になる
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BIツール導入に向けてのチェックリスト

チェックリスト はい いいえ

 大学（特に経営陣）から必要だと思われていま
すか？

□ □

 大学（特に経営陣）からのサポートはあります
か？

□ □

 大学のデータは入手できますか？（データ入手
関連の規定はありますか？）

□ □

 課題（知りたいこと）を見つけていますか？ □ □

BIツールを導入しても、上のチェックリストをク
リアできなければ、活用することは難しいと思い
ます。
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ありがとうございました
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